病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


令和5年3月9日(木)　　　　　　　　　　　司会・記録：松村　裕美
	松村
	加藤
	本川
	澤田
	大久保
	岩藤
	田口
	藤田
	横町

	○
	深
	深
	休
	準
	○
	傷病
	休
	準

	佐々木
	原子
	柴垣
	阿部
	
	
	
	
	

	○
	休
	年
	〇
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・ハイリスク薬の保管について、各病棟にシールと注意文を配布しています。
　注射用インスリン製剤の保管方法について
使用前　　　使用前は凍結を避け冷蔵保存。
　使用開始後　30℃以下で保存し28日以内に使用、本剤を冷蔵庫に保存しない事。
　保管の容器が後日病棟に届きます。
＜患者様連絡事項＞
・神田　直樹様～本日9:25－16:00デイケア体験利用のため、単独外出。
・十日市　利喜様～ピコスルファートナトリウム3本処方。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～新聞を私物化し書き込みする事や、ゴミから紙類を収集する行動見られる。介入には易怒・興奮なく経過。
・内田　都影様～多動さや、病的体験に左右された発言聞かれるが、説明には、易怒性や興奮なく聞き入れ出来ている。「病棟移動した事で退院が遅くなった」との訴えが聞かれているが、衝動性の自制など退院後の生活に必要な訓練を行っている事を説明し、遅延しているわけではない事を説明している。
・滝田　英人様～朝食時、レストランに来られるが、配膳の段階で立ちすくみ、息苦しさの訴え聞かれている。脈拍64回/分、結代2回あり。スタッフ付添で病棟へ戻り、臥床にてバイタル測定実施。血圧85/67㎜Ｈｇ、脈拍73回/分（整）、酸素飽和濃度96％、体温35.8℃。以後も不調の訴えは持続しており、午前中安静臥床し経過。昼食時には食欲不振を訴えレストラン移動を拒否しているが、遅れてレストランに自主的に移動し全量摂取。以後ふらつきは見られるが、活動性向上し午後には不調も軽減している。
・小豆畑裕介様～夜間覚醒みられ、2：15「都合の悪い内容ではないけど、話し出しそうなので、頓服下さい。今も聴こえています。」と不穏・興奮時コントミン錠25mg1T服用。日中も小声での独語は持続して見られている。昼食後レストランから戻るが、「呼ばれた」と訴え階段に戻る様子あり。階段にて「今呼んだ？」と上階に向かって話し掛け見られるが、「勘違いだったみたいです」と病棟に戻っている。以後も独語見られ、他者の声で幻聴・幻視があり、自身に干渉してくると訴え、他者に怒鳴って詰め寄る事や、他者への威嚇あり。16：00コントミン（25）1T服用するが、介入にも聞き入れ出来ず現実見当困難。主治医へ報告し、レボトミン（25）1A筋注、ハロペリドール（2㎎）1T夕から追加指示あり。16：15筋注施行し見守り行っている。
＜村上Dr診察・担当患者様検討＞
・先生の都合により休診
＜皮膚科診察情報＞
・井上　和美様～治癒
・太田　富夫様～右足第１趾爪囲の処置は、デルモゾールDP軟膏に変更。
・大山　広美様～左肘褥瘡は治癒。他同処置継続。
・小笠原　文人様～鼻口の膿皮症は治癒。他同前処置継続。
・神田　直樹様～フロジン液処方希望あり1本処方。
・坂本　福子様～テルビナフィンクリーム1本処方。処置は継続。
・平　京子様～発赤軽快、掻痕（+）同前処置。①クレマスチン2T　2×朝・夕食後/7日分
・中川原　義雄様～①臍部　びらん（+）→エキザルベ→Rpエキザルベ1本

②上胸部　掻痕著明　→Rp②デルモゾールDP軟膏1本
※エキザルベ軟膏を厚く塗り過ぎと指摘あり、本人へ指導。
・民部田　和哉様～口角のびらん悪化傾向みられ、デルモゾールDP軟膏に変更。
